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北
小
の
体
育
館
完
成

　
か
ね
て
建
築
中
で
あ
り
ま
し
た
北
小

学
校
の
体
育
館
が
完
成
し
、
三
月
か
ら

子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
と
び
箱
を
と
び

鉄
棒
を
し
、
ボ
ー
ル
を
な
げ
て
お
り
ま

す
。　

こ
の
体
育
館
は
、
面
積
が
七
百
二
十

四
・
七
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
鉄
棒
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ろ
く

ぼ
く
、
ク
ラ
イ
ミ
ソ
グ
ロ
ー
プ
、
と
び

箱
、
卓
球
等
の
体
育
施
設
と
、
ピ
ア
ノ

演
台
、
ど
ん
ち
ょ
う
、
ス
ク
リ
ー
弘
、

暗
幕
、
フ
ロ
ア
シ
ー
ト
や
、
机
、
椅
子
、

な
ど
の
集
会
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　
建
築
費
は
、
お
よ
そ
三
千
万
円
か
か

り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
こ
の
学
校
の
卒
業
者
で

村
内
外
で
活
躍
ざ
れ
て
い
る
か
た
が
た

の
ご
寄
付
に
よ
っ
て
、
立
派
な
体
育
館

に
な
り
ま
L
た
。

　
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
か
た
が
た
に
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（4月1日現在）面積…22．34平方キロ世帯…1，622

　　　　6ン7

＜村勢＞総人ロ…7，774（男3，886女3，888）



（2）広報こうrなん昭和46年4月26日

円757万5千
り1億3，300万円ふえる

億
よ

　
　
初

4
当

　
　
年

額
前

総

農
業
施
設
や
環
境
整
備

昭
和
四
十

六
年
度
の
一

般
会
計
予
算

を
は
じ
め
、

国
保
特
別
会

計
、
水
道
事

業
会
計
の
予

算
が
、
三
月

の
定
例
村
議

会
で
可
決
成

立
い
た
し
ま

し
た
の
で
、

そ
の
あ
ら
ま

し
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算

　
．
一
般
会
計
予
算
は
、
地
域
社
会
の
環

境
整
備
と
、
村
の
み
な
さ
ん
の
社
会
福

祉
向
上
や
生
活
の
安
定
が
は
か
れ
る
よ

う
に
、
社
会
的
な
条
件
を
よ
く
検
討
し

て
、
村
全
体
の
円
滑
な
発
展
が
で
ぎ
る

よ
う
、
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
予
算
額
は
二
億
九
千
四
百

三
十
八
万
八
千
円
で
、
前
年
当
初
よ
り

五
十
六
・
三
響
の
伸
び
率
で
し
た
。

近
郊

農
村
を

お
も
な
事
業
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
設
立

第
二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
の
一
か

ん
と
し
て
総
合
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、

農
業
生
産
力
の
拡
大
を
は
か
り
、
経
済

の
高
度
成
長
に
対
応
し
、
と
も
す
れ
ば

米
の
生
産
調
整
等
に
よ
り
沈
滞
気
味
の

米
作
農
業
か
ら
飛
躍
し
た
施
設
園
芸
、

養
蚕
、
畜
産
農
家
の
育
成
発
展
に
つ
と

め
る
た
め
、
基
盤
整
備
事
業
と
合
わ
せ

て
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
の
改
良
、
舗
装

　
生
活
環
境
を
整
備
し
、
都
市
的
農
村

建
設
の
た
め
に
は
、
ま
ず
道
路
の
改
良

が
必
要
で
あ
り
、
一
般
道
路
や
農
免
道

路
整
備
事
業
と
合
わ
せ
て
、
交
通
安
全

を
は
か
る
た
め
の
照
明
灯
、
カ
ー
ブ
、
・
、

ラ
i
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
道
路
標
識
設

置
の
費
用
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

・
改
良
　
四
路
線
　
三
千
百
三
十
六
耕

・
舗
装
　
四
路
線
　
二
千
二
百
三
十
材

　
幼
稚
園
施
設
の
充
実
を

激
増
す
る
交
通
災
害
か
ら
幼
稚
園
児

を
守
る
た
め
に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ

　
　
　
　
　
）
し

目
標
に

る
園
児
の
送
迎
を
計
画
し
て
お
り
ま
す

ま
た
、
北
幼
稚
園
の
独
立
園
舎
建
設
の

予
算
を
計
上
い
た
L
ま
し
た
。

昭和46年度一般会計
　　　予算額　2億9，438万8千円

老
人
の
医
療
費
助
成
や

予
防
注
射
の
無
料
実
施
を

　
社
会
福
祉
の
向
上
を
は
か
る
た
め
に

本
年
は
特
に
、
老
人
福
祉
に
重
点
を
お

き
、
七
十
歳
以
上
の
か
た
の
医
療
費
の

助
成
や
、
一
人
で
生
活
し
て
い
る
お
年

寄
り
の
家
庭
に
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
を

派
遣
し
て
、
身
の
回
り
の
お
世
話
が
で

7

　　　　　　　　　　自動車取得税
　　　　　9，570千円
　　　　　　　　　　たばこ消費税
　　　　18，484千円

　　　　　　　　　　国庫支出金
　　23，570千円

　　　　　　　　　　村　民　税
　26，738千円

　　　　　　　　　　県支出金
28，500千円

　　　　　　　　　　村　　　債
｝3，028千円

　　　　　　　　　　固定資産税

　　　　　　　　　　地方交付税

4　　3　　2　　！　0千万円

654321の

円
　
費
費
費
費

続
撒
木
育
務

　
　
林

　
　
農
土
教
総

567

01世帯当りの税負担額

ぎ
る
よ
う
な
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し

た
。　

ま
た
、
い
ま
ま
で
日
本
脳
炎
や
流
感

の
予
防
接
種
を
行
な
う
と
き
は
、
こ
の

費
用
を
み
な
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
中
学

生
以
下
の
こ
ど
も
に
限
り
無
料
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

し
尿
処
理
場
用
地
の
取
得

　
こ
の
し
尿
処
理
場
は
、
大
里
村
と
江

南
村
の
ニ
カ
村
で
、
広
域
事
業
と
し
て

昭
和
四
十
七
年
度
に
建
設
予
定
の
も
の

で
す
が
、
本
年
度
に
用
地
取
得
費
と
土

地
の
造
成
費
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

り当帯世1
2Q，363

14，531

57900

2』910

2，”6

45，870

諸支出金

費
費
　
費
費

生
債
会
生

衛
公
議
民

k》

費
他

防
　
の

消
　
そ

し

　種　別

固牢資産税

村　民　税

たばこ消費税

電気ガス税

軽自動車税

　合　計

01世帯当りの経費

種　別 単　位 ・金　額

小学校費 児童1人当り’ 12，138

中学校費 生徒1人当り ！1，730

幼稚園費 園児1人当り 243，170

農林水産業費 1農家当り 70，798

商　工　費 1事業所当り 5，966

民　生　費 1世帯当り 6，019

衛　生　費 〃 7，II7

土木　費 〃 38，258

消　防　費 ！〆 4，027

そ　の　他 〃 58，856

合　計 1世帯当り 18隻，497
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高
区
配
水
池
を
拡
大

ρ

給
水
量
7
4
響
増
を
見
込
む

』
』
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前

年
度
か
ら
の
継
続
事
業
と
し
て
着
手
し

て
い
る
、
配
水
管
の
布
設
、
高
区
配
水

池
の
拡
大
工
事
な
ど
の
予
算
を
始
め
、

給
水
戸
数
に
つ
い
て
も
前
年
に
対
し
て

、
四
・
四
パ
ー
セ
ソ
ト
の
伸
び
を
示
し
、

給
水
量
に
つ
い
て
は
工
場
等
の
進
出
に

よ
る
需
要
増
を
か
み
し
て
、
七
十
四
パ

ー
セ
ソ
ト
と
大
巾
な
増
加
が
見
込
ま
れ

鍵
お
り
ま
す
。

◎
業
務
の
内
容

、
概
給
水
戸
数
　
　
　
　
千
四
百
十
戸

　
年
間
総
給
水
量
　
八
八
九
千
立
方
規

　
一
日
平
均
給
水
量
二
四
三
〇
立
方
摺

◎
予
算
額

一
、
収
益
杓
収
入
お
よ
び
支
出

　
収
入

　
水
道
料
収
益
　
二
六
、
一
四
〇
千
円

　
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
千
円

　
支
出

　
事
業
費
　
　
　
一
八
、
〇
二
七
千
円

　
事
務
費
　
　
　
　
三
、
八
二
〇
千
円

　
予
備
費
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
千
円

二
、
資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出

収
入

借
入
金
　
　
　
三
〇
、
○
O
O
千
円

一
般
会
計
負
担
金
　
　
七
三
〇
千
円

加
入
負
担
金

支
出額

　
　
　
　
の

　
昌　
　
　
　
●

　
　
　
　
O

　
　
　
　
■

　
　
　
　
，

　
　
　
　
●

　
　
　
　
隔

　
　
　
　
◎

一
、
七
四
〇
千
円

（

君、
　　　　　’

助産・葬祭費を増

｝、国保特別会計

建
設
改
良
工
事
費
四
二
、
三
六
〇
千
円

　
借
入
返
済
金
　
　
一
、
五
〇
一
千
円

　
資
本
的
収
入
額
が
支
出
額
に
対
し
不

足
す
る
額
は
繰
越
金
な
ど
で
ま
か
な
い

ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■馬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　々駿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．々　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Oo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●昂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6電　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曜・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o専　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　融　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陰を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　々々　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9旧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　，陶　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒．　　　　　　　　　　　　　　　　　　孕　　　　　　　　　　　　　　　　　■ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　6◆　　　　　　　　　　　　　　　　む■　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　5■　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　孕u　　　　　　　　　　　　　　剛o　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　晋4　　　　　　　　　　　　　孕砂　　　　　　　　　　　　　●曙　　　　　　　　　　　　冨◎　　　　　　　　　　　　o◎　　　　　　　　　　　●陶　　　　　　　　　　　■“　　　　　　　　　　　々　　　　　　　　　　■を　　　　　　　　　　．9　　　　　　　　　ひ冒　　　　　　　　　◎　　　　　　　　　■閣　　　　　　　　ら　　　　　　　　o■　　　　　　　　◎　　　　　　　う畠　　　　　　　“　　　　　　　孕u　　　　　　砂　　　　　　，■　　　　　　‘　　　　　．冒　　　　　ひ　　　　　●■　　　　●　　　　々o　　　◎』　　　寧・　　eo　　9巳　曹6
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（
敬
称
略
）

　
北
小
学
校
体
育
館
の
落
成
記
念
に
と

つ
ぎ
の
と
お
り
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
好
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

　
◇
五
十
万
円
…
東
京
都
水
野
富
久
司

◇
ど
ん
帳
と
源
氏
幕
…
熊
谷
市
関
口
事

務
機
◇
フ
ロ
ア
ー
シ
ー
ト
…
御
正
農
協

◇
演
台
…
東
京
都
滝
田
勝
利
◇
長
机
十

二
脚
…
江
南
村
関
口
久
平
◇
姿
見
…
東

京
都
柴
田
平
次
◇
姿
見
…
川
本
村
富
田

建
築
士
◇
大
時
計
…
江
南
村
舟
橋
近
義

　
　
学
校
教
育
の
［
部
に

　
村
の
教
育
向
上
の
た
め
学
校
費
の
一

部
に
と
、
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
好

音
ρ
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
・
十
万
円
　
　
　
　
小
林
正

　
・
十
万
円
　
　
　
　
　
小
沢
八
郎

　
　
へ

　
　
土
地
を
寄
付
－
、
1
ー
…
－
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

．
桑
影
辮
り

　
北
小
体
育
館
に

その他1，676《
　　　　　　3．5％

　　　　　　　　保険施設費←
　　　　　　　　　　　　2，207
　　　　　　　　　　　　4．7％
　　　　保険給付費
　　　　　　38，786
　　　82％　　　　鎗
　　　　　　　　　　　観⑤
　　　　　　歳出罐
　　　　　47，279千円　　　　　．

　　　　　47，279千円

鷺1鉄鷺

一一F4・90210．4％
その他

　744
　1．6％

ゑぬ

セ
な
セ
な
を
き
ぬ
　
ゑ
ぎ
　
あ
ゑ
せ
ゑ
な
　
ゑ
ゆ
ゑ
き
ふ
き
セ
も
セ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
金
手
帳
と
印
か
ん
を
持
っ
て
役
場
住
へ

　
　
　
　
国
民
年
金
の
支
給
　
　
　
　
民
課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
・
請
求
の
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
か
ら
歴
ま
る
　
黎
い
た
し
寄
　
　
　

（3）広報こうなん
蜘》へ～》《ノ》嘱》勘《＿》へ　　

縫
人
き
つ

　
．
い
よ
い
よ
こ
と
し
の
五
月
か
ら
、
拠

出
年
金
の
支
給
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

尋
△
六
十
五
歳
で
年
額
六
万
円

　
こ
の
老
令
年
金
に
該
当
す
る
人
は
、

明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
明
治
四

、
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を

十
年
間
納
め
た
人
が
六
十
五
歳
に
な
っ

た
時
か
ら
、
年
額
六
万
円
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
最
初
に
支
給
を
受
け
る
の
は
明
治
三

ぎ
つ
ぎ
と
生
年
月
日
の
順
に
、
毎
月
支

給
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
　
六
十
歳
以
上
は
繰
り
上
げ
支
給
も

　
六
十
五
歳
に
な
ら
な
く
て
も
、
．
六
十

歳
を
過
ぎ
た
人
で
年
金
の
支
給
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
繰
り
上
げ
支
給
の
請
求

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

そ
の
場
合
は
、
年
金
額
が
下
の
表
の
よ

う
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
　
請
求
は
役
場
住
民
課
へ

　
六
十
五
歳
に
な
ら
れ
た
人
や
、
繰
り

上
げ
支
給
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
古
い

年金額支給を希望するときの年令

53，400円

48，000円

43，200円

39，000円

34，800円

65歳未満

64歳未満

63歳未満

62歳未満

61歳未満

満64歳以上

満63歳以上

満62歳以上

満61歳以上

満60歳以上

穐
葱
穐
～
島
壕
墨
き
遷
　
竃
き
覧
乏
覧
芝
襲

、※繰り上げ支給を受けた方は65歳になって

　も6万円にはなりません。

極グ悌《ノ》《■畢〃一肉》一《》へヘン

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
前
年
に
対
し
て
、
予
算
総
額
に
お

い
て
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
を
み
て
い

ま
す
が
、
保
険
給
付
費
の
自
然
増
加
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
助
産
費
、
葬
祭
費
を
そ
れ
ぞ

れ
、
一
万
円
、
五
千
円
（
従
来
各
々
三

千
円
）
と
支
給
額
を
大
巾
に
引
き
上
げ

ま
し
た
。

　
保
健
施
設
費
に
つ
い
て
は
、
保
健
婦

活
動
に
機
動
性
を
も
た
せ
て
、
よ
り
一

層
の
効
果
を
あ
げ
る
よ
う
に
、
県
よ
り

補
助
金
の
交
付
を
う
け
て
、
健
康
相
談

車
の
購
入
を
す
る
た
め
の
予
算
を
計
上

い
た
し
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　1噛　　　　　　　　　　　　1々　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　曽．　　　　　　　　　　　㌶　　　　　　　　　　♂陰　　　　　　　　　やケ膨　　　　　　　　　礎巳　　　　　　　　eo冒　　　　　　　．o’　　　　　　　や曽　　　　　　　o　　　　　　～6　　　　　々■　　　　　曜や　　　　　も・　　　　e冒　　　　や　　　●■　　　6　　　々冒　　■∂　　“　専曜　尊　■冒冒6
融o

余
円
相
当
）
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
坊
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
遭

　
　
幅
婦
倉
匿
伝
　
　
＼
＼

　
村
内
の
一
主
婦
か
ら
何
か
の
お
役
に

と
五
百
円
ず
つ
送
ら
れ
て
砦
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
お

金
は
、
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
費
用

に
入
れ
て
、
気
の
毒
な
人
た
ち
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ヲ



（4）広報こうなん

．
死
亡
ヒ
．
一
件
重
軽
傷
三
十
件

　
　
　
　
　
　
　
『
』
圏
　
交
通
災
害
共
済

　
肩
動
章
の
増
加
に
比
例
し
て
、
交
通

事
故
も
ま
た
急
激
に
ふ
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
家
族
が
も
し
交
通
事
故

に
あ
わ
れ
た
ら
、
明
る
い
家
庭
が
一
瞬

に
し
て
暗
い
悲
し
い
不
幸
な
家
庭
に
、

お
ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

Y
こ
の
よ
う
な
災
害
を
う
け
た
家
庭
を

救
う
眉
的
で
、
交
通
災
害
共
済
へ
の
加

入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
皆
さ

ん
も
よ
く
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。

〕
昨
年
一
年
町
に
、
村
内
で
こ
の
災
害

昭和鱒年ン．4月，2軌日

見
舞
金
を
う
け
ら
れ
た
力
は
、
死
亡
三

件
、
重
傷
五
件
を
含
め
て
二
十
九
人
、

中
学
生
以
下
の
事
故
が
四
人
、
金
額
に

し
て
二
百
五
万
円
の
多
額
に
の
ぼ
り
寮

し
た
。
昭
和
四
十
五
年
度
の
会
費
、
百

十
一
万
二
千
円
に
対
し
て
九
十
三
万
八

千
円
が
不
足
し
た
わ
け
で
す
。

46年度

加
入
率
四
十
八
欝

　
希
望
者
は
月
割
加
入
を

本
年
度
の
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し

た
人
は
、
一
般
の
人
が
二
千
四
百
四
十

三
人
、
中
学
生
以
下
が
千
二
百
九
十
五

人
で
、
加
入
率
は
四
十
八
響
で
し
た
。

　
今
年
度
は
会
費
も
あ
が
り
大
人
六
百

円
、
小
人
三
百
円
で
す
が
、
途
中
で
も

月
割
計
算
で
加
入
が
で
ぎ
ま
す
。

　
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
か
ら

希
望
者
は
、
役
場
総
務
課
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
い
つ
、
わ
が
身
に
ふ
り
か
か
る
か
も

知
れ
な
い
災
害
に
そ
な
え
ま
し
ょ
う
。

、磯欝
1聴一髄コ鹸艶忽

水池危後水
牽のぢ　ぬ

び　／　る　　　　　伝
　　一む　．

餐
5
ξ
警
察
へ
の
通
報
は
－
き
‘
》
｛
多
～
ζ
メ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《

ブ
～
～
’
～
．
霊
～
早
く
へ
簡
単
め
い
り
ょ
う
に
く
｛
弘

要
領
よ
く
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
犯
人
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
と
き
　
人

相
、
特
徴
、
逃
走
方
向
な
ど
、
車
の
場

合
は
車
種
、
ナ
ン
バ
i
、
車
の
色
な
ど

を
メ
モ
し
て
お
き
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

　
緊
急
の
場
合
は
一
一
〇
番
へ

　
連
絡
は
駐
在
所
、
ま
た
は
熊
谷
二
一

I
O
O
四
二
番
へ
。
急
ぎ
の
場
合
は
一

一
〇
番
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
お
出
か
け
前
に
は

　
　
電
気
の
戸
締
り
も

　
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

お
出
か
け
前
に
ぜ
ひ
習
慣
づ
け
て
い
た

だ
ぎ
た
い
の
が
、
電
気
の
戸
締
り
で
す

遠
く
へ
い
っ
て
か
ら
〃
ア
イ
ロ
ン
の
ス

イ
ッ
チ
は
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
は
〃
と
気
に

な
っ
た
の
で
は
、
楽
し
い
一
日
も
だ
い

な
し
で
す
。
消
し
忘
れ
が
な
い
か
確
か

め
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
〔
東
京
電
力
〕

お知らせ、

　→…漁

ヤ轡》晦

　
春
に
な
る
と
各
種
の
犯
罪
が
多
く
発

生
し
ま
す
が
、
こ
ん
な
と
き
は
つ
ぎ
の

　
　
　
　
　
こ
と
に
注
意
し
て
、
早
く

・
～
釜
セ
窒
乏
室
｝
杢
パ
発
￥
《
’
～
菱
《
か
身
“
馨
藁
≦
写
《
ま
さ
《
ノ
責
♪
き

　
納
税
組
合
は
昭
和
三
十
一
年
各
地
に
結
成
さ

れ
て
以
来
、
十
五
年
を
経
過
し
、
そ
の
問
納
税

者
に
親
し
ま
れ
立
派
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　
四
月
十
三
日
に
、
昭
和
四
十
五
年
度
組
合
長

と
し
て
お
務
め
い
た
だ
い
た
力
を
役
場
に
お
招

き
し
、
一
年
間
の
ご
苦
労
を
感
謝

申
し
上
げ
ま
し
た
。
績

　
こ
の
組
合
も
十
六
年
目
を
迎
え
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

る
に
当
り
、
新
た
な
組
織
の
も
と
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組

に
再
出
発
い
た
し
ま
し
た
が
、
皆
税

さ
ん
の
変
わ
ら
ざ
る
ご
協
力
を
お
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度

願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
年
度
納
税
組
合
で
取
り
扱
つ
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

て
い
た
だ
い
た
納
税
額
は
、
下
の
昭

表
の
と
お
り
で
す
。

一般税31，666千円全体の7L4銀丁
国保税15，771千円全体の93．3靭〒
水道料　6，192千円全体の44．9窃τ

芝

昭
〉
騒
，
き
を
？
嘉
き
き

警
察
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う

　
事
件
の
区
別
を
先
に

ド
ロ
ボ
ー
、
け
ん
か
、
酔

っ
払
い
、
迷
い
子
、
押
し

売
り
、
交
通
事
故
な
ど
と

　
事
件
の
現
場
は
目
標
を

わ
か
り
や
ず
く
　
町
名
、

番
地
、
氏
名
や
、
O
O
酒

屋
の
裏
な
ど
と
。

　
事
件
の
よ
う
す
を
簡
単

に
　
例
へ
ば
「
い
ま
江
南

村
柴
何
番
地
、
山
川
一
郎

さ
ん
方
に
ド
ロ
ボ
ー
が
入

っ
て
い
ま
す
。
江
南
村
役

場
の
隣
り
で
す
と
い
う
具

合
に
簡
単
め
い
り
ょ
う
に

）

）

）

）
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幼
稚
園
に

　
　
　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス

　
村
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
幼

稚
園
に
通
え
る
よ
う
に
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
運
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
す
で
に
バ
ス
は
注
文
し
て
あ
り
ま
す

が
、
製
作
が
お
く
れ
て
運
転
で
き
る
の

は
五
月
二
十
日
頃
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。　

し
た
が
っ
て
、
今
し
ば
ら
く
の
間
ご

し
ん
ぼ
う
く
だ
さ
い
。

囲
月
か
ら
か
わ
る

　
　
幼
稚
園
の
保
育
料

　
こ
と
し
の
四
月
分
か
ら
、
幼
稚
園
の

　
　
　
　
　
　
し

保
育
料
が
月
額
モ
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岬
水
道
の
基
本
料
金
が

顧
　
三
百
五
十
円
に

｛
　
八
月
一
日
か
ら
、
水
道
の
料
金
が
つ

㎡
ぎ
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
カ
ッ
コ

一
内
は
現
在
の
料
金
で
す
。
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．産

刀
加
田

　　　漉

構

乱
馴
い

　
　
　
　
　
蓉

（

ρ＼

↑
板
碑
を
発
見

　
さ
き
ご
ろ
小
江
川
の
保
泉
寺
前
の
沼

改
修
工
事
中
、
古
い
板
碑
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
板
碑
は
明
得
五
年
の
も

の
で
今
か
ら
五
百
七
十
七
年
前
に
建
て

ら
れ
た
供
養
塔
で
し
た
。

↑
稲
作
調
整
の
説
明
会

　
米
の
生
産
調
整
が
叫
ば
れ
、
村
に
も

十
七
響
の
減
反
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
農
家
の
み
な
さ
ん
が
、
こ
の
問
題

に
真
け
ん
に
取
り
く
ん
で
い
ま
す
。

↑村道の舗装工事すすむ

　昭和15年度事業として押切、樋

春、成沢、須賀広、小江川地内の

舗装工事もおわり、現在工事中の

道路も、商もなく完成の予定です

（

老
人
の
医
療
費
が
無
料
に

発
足
す
る
公
費
負
担
制
度

　
四
月
一
日
か
ら
、
満
七
十
歳
以
上
の

お
と
し
よ
り
の
医
療
費
が
無
料
に
な
り

ま
す
。

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
、
医
療
費

の
一
部
負
担
金
を
必
ず
お
医
者
さ
ん
に

支
払
い
す
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
よ
く
ご

存
じ
の
と
お
り
で
す
が
、
今
後
は
そ
の

支
払
分
を
ま
た
村
か
ら
皆
さ
ん
に
助
成

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
は

次
の
よ
う
な
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
　
助
成
の
対
象
と
な
る
人

Q
村
内
に
住
ん
で
い
る
人

Q
国
民
健
康
保
険
、
社
会
保
険
等
に
加

入
し
て
い
る
人

・
七
十
歳
以
上
で
老
令
福
祉
年
金
、
障

害
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人

・
他
の
年
金
や
鳳
給
を
受
け
て
い
る
た

め
に
、
老
令
福
祉
年
金
が
停
止
に
な
っ

て
い
る
も
の
が
、
．
他
の
恩
給
や
年
金
が

な
か
っ
た
ら
当
然
老
令
福
祉
年
金
が
受

け
ら
れ
る
人
な
ど
で
す
。

　
　
助
成
を
受
け
る
時
の
手
続
き
は

・
登
録
申
請

　
満
七
十
歳
に
な
っ
た
方
は
、
保
険
証

印
か
ん
、
公
的
年
金
の
証
書
、
又
は
保

管
証
（
恩
給
公
務
扶
助
料
、
普
通
扶
助

料
、
退
職
年
金
、
遺
族
年
金
等
）
を
持

参
の
う
え
役
場
住
民
課
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

ρ

　
助
成
資
格
な
ど
を
審
査
し
、
対
象
者

に
は
資
格
証
を
交
付
し
ま
す
。
　
（
現
在

村
内
の
対
象
者
は
二
百
七
十
一
人
で
す

が
、
そ
の
う
ち
二
百
六
十
人
の
登
録
申

請
が
す
み
ま
し
た
。
）

・
医
療
費
の
交
付
申
請

　
イ
、
医
師
の
診
察
を
受
け
る
と
き
は

　
保
険
証
と
と
も
に
必
ず
受
給
資
格
証

　
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
口
、
月
末
に
支
払
っ
た
お
金
の
領
収

　
証
を
も
ら
い
、
翌
月
五
日
ま
で
に
役

　
場
住
民
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
領
収
証
の
用
紙
は
村
内
で
は
医
療
機

　
関
で
、
村
外
の
医
院
を
利
用
す
る
場

　
合
に
は
、
役
場
で
も
ら
っ
て
受
診
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
ハ
、
医
療
費
の
交
付
、
役
場
よ
り
交

　
付
の
通
知
が
あ
っ
た
ら
資
格
証
と
印

　
か
ん
を
持
っ
て
役
場
出
納
室
で
受
領
…

　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
二
、
加
入
し
て
い
る
保
険
が
か
わ
っ

ダ♂一、

紳
妊
婦
検
診
と

｛
乳
児
相
談

…
”
…
｝
…
　
　
日
　
　
　
日

Q
家
事
用
…
十
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
が

三
百
五
十
円
（
二
百
五
十
円
）
で
、
超

過
料
金
は
、
一
立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

四
十
円
（
三
十
円
）
で
す
。

・
営
業
用
…
十
五
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で

が
七
百
五
十
円
（
六
百
七
十
五
円
）
で

超
過
料
金
は
、
一
立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ

き
五
十
円
（
四
十
円
）
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
メ
ー
タ
ー
器
の
使
用
料
は

従
来
ど
お
り
一
箇
に
つ
き
五
十
円
で
す

　
ま

役
場
に
企
画
課

　
三
月
の
議
会
で
役
場
内
の
課
の
設
置

条
例
が
改
正
さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら
企

画
課
が
で
き
ま
L
た
。

　
村
の
基
本
構
想
や
、
広
域
行
政
に
関

す
る
こ
と
、
財
政
や
統
計
、
広
報
な
ど

の
事
務
を
担
当
し
ま
す
。

　
有
線
番
号
は
二
〇
四
六
番
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繭
…
日
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淋
曜

維
盤
麓
欝
蕪
…
麟

は
、
役
場
住
民
課
へ
屈
け
出
て
－
だ
鞭
日

翻
鱗
璽
課
爺
・乳児相談は1第4水曜日

　5月26日　6月23日　7月28

・場所』母子健康センタ4

・時間　1時30分～2時30分

・費用無料

どうぞお気軽においセくださ㌧
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の
晶

鴨
作
⑤

よ
、

交
通
問
題
と
車

江
南
中
学
校
二
年

　
　
　
　
馬
場
　
恵
子

だ
と
い
う
。
一
時
間
に
約
一

ん
で
い
る
わ
け
で
す
。

年
交
通
事
故
の
死
者
は
ふ
え
て
き
て
い

る
と
い
う
。

　
日
本
に
車
の
入
っ
て
き
た
の
は
大
正

時
代
、
そ
し
て
今
の
昭
和
に
比
べ
る
と

な
ん
と
い
う
ち
が
い
で
し
ょ
う
。
昔
は

静
か
だ
っ
た
と
い
う
町
に
出
て
も
、
道

路
は
車
で
あ
ふ
れ
て
い
て
、
横
断
歩
道

な
し
で
は
渡
れ
な
い
の
で
す
。

　
自
動
車
が
ふ
え
て
い
く
の
に
対
し
て

道
路
の
方
は
広
が
っ
て
い
か
な
い
の
で

す
。
都
心
で
は
広
い
道
路
に
車
が
い
っ

ば
い
に
広
が
り
歩
道
橋
で
な
く
て
は
渡

れ
な
く
な
り
、
横
断
歩
道
を
歩
い
て
い

て
も
車
に
追
突
さ
れ
、
け
が
を
す
る
、

車
の
排
気
ガ
ス
、
と
い
っ
た
よ
う
に
車

の
お
よ
ぼ
す
弊
害
は
少
な
く
な
い
の
で

　
テ
レ
ビ
で
放

送
さ
れ
た
交
通

事
故
の
死
者
は

一
日
三
十
四
人

　
　
・
五
人
死

そ
し
て
こ
こ
数

す
。
そ
れ
は
都
心
を
中
心
に
輪
を
書
く

よ
う
に
ひ
ろ
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
で
し
ょ

う
o　

車
は
、
ふ
え
て
ゆ
く
一
方
で
道
路
が

狭
い
の
で
広
げ
て
ゆ
く
、
こ
ん
な
こ
と

の
く
り
返
し
を
続
け
て
ゆ
く
と
ど
う
な

る
で
し
ょ
う
か
、
皆
さ
ん
も
想
像
が
つ

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ど
う
し
た
ら
交
通
問
題
が
解
決
す
る

で
し
ょ
う
か
、
自
動
車
の
運
転
者
も
、

も
つ
と
安
全
運
転
を
す
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
、
歩
行
者
の
方
も
飛
び
出

し
た
り
し
な
い
よ
う
、
気
を
つ
け
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
自
動
車
な
ど
な
く
し
て
し
ま
え
ば

い
い
」
と
思
う
人
も
い
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
で
も
そ
れ
は
無
駄
な
こ
と
で
し

ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
そ
れ
は
、
人
間
が

生
み
出
し
た
、
一
つ
の
大
き
な
発
明
な

の
で
す
。
そ
れ
は
テ
レ
ビ
と
同
じ
よ
う

な
も
の
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は

発
達
し
す
ぎ
た
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
発
達
し
普
及
し
す
ぎ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
、
そ
し
て
人
間
に
悪
い
影
響

を
お
よ
ぼ
し
た
の
で
す
。
そ
L
て
こ
れ

か
ら
の
日
本
は
、
歩
行
者
と
自
動
車
が

手
を
と
り
あ
っ
て
ゆ
き
明
る
い
日
本
、

つ
ま
り
交
通
事
故
の
な
い
、
交
通
問
題

で
悩
ま
な
い
日
々
を
つ
く
り
出
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

空
色
の
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
に

　
　
　
　
光
る
銀
色
の
ス
プ
ー
ン

　
　
　
　
江
南
中
学
校
一
年
篠
崎
路
子

　
チ
ャ
ラ
ン
、
ポ
ラ
ン
、
チ
ャ
ラ
ソ
、

と
、
第
四
時
終
了
の
チ
ャ
イ
ム
が
校
内

に
響
く
と
、
が
ぜ
ん
給
食
室
や
廊
下
が

あ
わ
た
だ
し
く
な
る
。
　
「
給
食
だ
ッ
」

だ
れ
の
心
の
な
か
に
も
授
業
か
ら
解
放

さ
れ
た
「
お
昼
だ
」
と
い
う
あ
ん
ど
感

が
、
学
校
全
体
を
包
む
。

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
の
給
食
は
、
当
番

が
一
週
間
交
替
の
順
番
制
で
あ
る
。
そ

れ
と
い
う
の
も
、
先
生
が
長
い
間
、
給

食
の
係
り
の
仕
事
を
見
て
い
て
「
容
易

で
な
い
大
変
な
仕
事
だ
か
ら
、
み
ん
な

が
順
番
に
や
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
」
と
い

う
提
案
か
ら
で
あ
る
。

）

＼）

　
給
食
主
任
の
先
生
や
、
委
員
会
の
発

案
で
「
楽
し
く
、
お
い
し
く
い
た
だ
く

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
と
相
談
し

た
結
果
、
教
室
の
ム
ー
ド
を
や
わ
ら
か

く
し
よ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
今
ま
で
英
語
の
勉
強
を
し
て
い
た
白

い
チ
ョ
ー
ク
や
黒
板
を
黄
色
の
カ
ー
テ

ン
で
お
お
い
か
く
す
こ
と
を
や
っ
た
の

で
あ
る
。
チ
ョ
ー
ク
の
粉
も
飛
ば
な
い

し
、
第
一
頭
脳
の
休
養
に
も
な
る
。
背

面
黒
板
の
表
面
も
空
色
の
カ
ー
テ
ン
が

ひ
か
れ
、
食
卓
で
あ
る
机
の
上
に
は
、

六
人
の
机
が
合
わ
さ
り
、
会
食
で
き
る

ビ
ニ
ー
ル
製
模
様
の
美
し
い
テ
ー
ブ
ル

ク
ロ
ス
が
配
し
て
あ
る
。

　
「
日
本
の
料
理
は
色
で
食
べ
る
」
と
、

い
う
が
、
そ
れ
を
私
た
ち
は
教
室
の
ふ

ん
い
気
に
求
め
た
。

　
金
属
製
の
四
角
い
お
ぼ
ん
が
白
い
布

き
ん
で
手
際
よ
く
拭
か
れ
る
。
食
器
を

並
べ
る
者
。
パ
ン
を
は
さ
む
人
。
湯
気

の
た
つ
味
噌
汁
を
よ
そ
る
人
。
セ
ル
フ

サ
ー
ビ
ス
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
た
ち
は
、
、

一
列
に
行
儀
よ
く
並
ぶ
。

　
グ
ル
ー
プ
は
、
各
六
名
ず
つ
の
組
み

分
け
に
な
っ
て
い
て
男
女
混
合
と
な
っ

て
い
る
。
小
学
校
の
時
は
グ
ル
ー
プ
を

作
ら
な
く
て
、
話
も
で
き
な
く
、
あ
ま

り
楽
し
い
給
食
の
時
間
で
は
な
か
っ
た

と
思
う
。
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
は
こ

の
グ
ル
ー
プ
を
作
る
よ
う
に
な
っ
て
、

会
話
も
は
ず
み
、
友
だ
ち
と
の
関
係
も

よ
く
な
り
ま
L
た
。

　
人
間
は
、
ふ
だ
ん
洋
服
や
着
物
を
着

て
、
自
分
の
本
当
の
姿
や
気
持
を
表
わ

さ
な
い
と
い
い
ま
す
が
、
一
緒
に
同
じ

物
を
い
た
だ
く
と
い
う
共
通
感
か
ら
、

心
の
中
ま
で
う
ち
と
け
合
う
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
女
の
子
も
、
お
し
ゃ

べ
り
が
勉
強
以
上
に
好
き
な
の
で
す
。

空
色
の
カ
ー
テ
ン
、
黄
色
の
カ
ー
テ
ン

花
模
様
の
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
。
そ
こ
に

光
る
ス
プ
ー
ン
の
動
き
は
私
た
ち
中
学

生
の
純
粋
な
躍
動
を
思
わ
せ
ま
す
。
教

室
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
は
生
徒
会
放
送

が
な
が
れ
、
な
ん
だ
か
パ
ー
テ
ィ
ー
の

）

）

よ
う
な
感
じ
さ
え
し
ま
す
。
　
（
中
略
）

　
小
沢
君
は
、
小
さ
な
口
に
食
パ
ン
を

ほ
お
ば
っ
て
い
る
。
反
町
さ
ん
は
、
は

ず
か
し
そ
う
に
下
を
向
い
て
い
る
。
篠

場
君
は
、
小
牛
の
よ
う
に
牛
乳
を
飲
ん

で
い
る
。
ス
プ
ー
ン
で
天
ぷ
ら
を
切
っ

て
い
る
の
は
栗
原
君
。
人
を
笑
わ
せ
て

い
る
の
が
谷
口
君
。

　
ひ
と
り
ひ
と
り
の
ス
プ
ー
ン
が
個
性

を
表
わ
し
て
い
る
よ
う
な
動
き
で
テ
ー

ブ
ル
ク
ロ
ス
に

「
ピ
カ
ッ
　
ピ
カ
ッ
」
と
光
る
。

　
小
・
中
学
校
の

　
　
　
先
生
が
異
動

　
四
月
一
日
付
で
教
職
員
の
異
動
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
。
本
村
の
学
校
の

．
先
生
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

江
南
南
小
学
校

教
諭
　
蟄
田
春
吉
　
県
教
育
局
へ

教
諭
　
太
村
京
子
　
新
採
用

助
教
諭
輝
元
俊
文
　
小
倉
沢
小
よ
り

江
南
北
小
学
校

教
諭
　
岡
部
金
守
　
吉
岡
小
教
頭
へ

教
諭
　
池
田
悦
治
　
新
採
用

江
南
中
学
校

教教校教教校
諭諭長諭諭長

小
沢
八
郎
退
職

高
田
　
清
　
大
里
中
へ

高
野
忠
夫
　
休
職

小
林
忠
勝
奈
良
中
校
長
よ
り

那
須
勇
大
里
中
よ
り

小
沢
美
佐
子
　
臨
任
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農家。

ぺ一嬰察視
の
を

農業構造改善事業
　　　－先進地

海一一廿伽、禰

　一．．覧一一．，
｛婦J一艦』阻一

　
今
年
度
よ
り
北

地
区
の
第
二
次
構

造
改
善
事
業
を
実

施
す
る
に
あ
た
り

米
集
団
、
そ
菜
集

団
の
か
た
が
た
に

静
岡
県
大
浜
町
ま

で
で
か
け
て
、
先

進
地
の
視
察
を
し

て
い
た
だ
き
、
本

村
に
お
け
る
今
後

の
事
業
実
施
の
た

め
の
研
修
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た

　
な
お
参
加
さ
れ

た
方
か
ら
、
次
の

よ
う
な
投
書
が
あ

り
ま
L
た
の
で
掲

載
い
た
し
ま
す
。

静
岡
県
大
浜
町
の

～
視
察
研
修
会
に

　
　
参
加
し
て

　
農
業
の
先
進
地

大
浜
町
を
視
察
し

て
、
一
農
業
後
継

者
と
し
て
感
じ
た

（

、ρ＼

こ
と
を
の
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
直
感
的
に
申
し
ま
す
と
、
た
だ
羨
し

い
か
ぎ
り
の
一
言
で
し
た
。
米
の
生
産

に
お
い
て
は
、
農
協
を
中
心
に
し
て
ラ

イ
ス
セ
ソ
タ
ー
、
大
型
機
械
を
駆
使
し

田
植
等
一
貫
し
た
共
同
作
業
を
し
、
効

率
の
よ
い
米
作
り
を
し
て
い
る
こ
と
、

そ
菜
に
お
い
て
も
、
キ
ウ
リ
、
イ
チ
ゴ

ト
マ
ト
、
メ
ロ
ン
等
生
産
か
ら
販
売
ま

で
ま
た
然
り
で
あ
り
ま
し
た
。

　
我
々
一
人
一
人
が
営
ん
で
い
る
農
業

と
は
、
そ
の
形
態
に
あ
ま
り
に
も
差
が

あ
り
、
は
ず
か
し
い
と
と
も
に
、
さ
す

が
先
進
地
と
名
の
つ
く
価
値
は
あ
る
と

思
い
ま
し
た
。
然
し
感
心
だ
け
し
て
い

た
の
で
は
進
歩
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々

も
近
代
的
農
業
経
営
を
確
立
す
る
た
め

に
、
す
べ
て
を
参
考
に
し
、
努
力
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
大
浜
町
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
生
産
性要を聞大

の
高
い
近
代
経
営
に
な
っ
て
き
た
か
を

考
え
て
み
る
と
、
ほ
場
整
備
を
三
十
六

年
か
ら
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
第
一
に

あ
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
村
民
の
新
し
い
農
業
へ
の
意
識

と
自
覚
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
忘

れ
て
な
ら
な
い
の
が
、
行
政
に
た
ず
さ

わ
る
か
た
が
た
、
農
協
の
か
た
が
た
の

苦
労
と
ご
尽
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
感

じ
ま
し
た
。

　
本
村
に
お
い
て
も
、
し
か
る
べ
き
時

期
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
第

二
次
構
に
お
い
て
は
、
我
々
村
民
は
新

し
い
農
業
を
自
覚
し
、
認
識
し
こ
れ
を

推
進
し
て
、
先
進
地
に
ま
け
な
い
生
産

態
勢
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
に
お
き
ま
し
て
、
我

々
が
頼
り
に
い
た
し
ま
す
の
は
、
村
の

行
政
に
た
ず
さ
わ
る
方
々
、
農
協
の
方

々
の
理
解
と
ご
尽
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、

豊
か
な
農
業
経
営
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
我
々
の
想
像
以
上
に
お
骨
折
り
が
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
農
村
の
将
来

の
た
め
、
農
業
後
継
者
育
成
の
た
め
に

是
非
共
、
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
う
者
で
あ
り
ま
す
。
　
　
（
O
・
H
）

　
　
標
準
小
作
料

　
　
　
　
　
　
き
ま
る

　
昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
農
地

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
い
ま
ま
で
の

（0
0
0
0
0
0

9
7

（

等級区分と標準小作料
　下
その他

　
地

中
等

　
3

0，000
8，000

　　上

1・2等地

　11，000
　　9、OOO

区分

田
畑

農
地
一
筆
ご
と
の
最
高

額
統
制
が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、

い
ろ
い
ろ
の
基
礎
調
査

に
よ
っ
て
、
村
内
農
地

の
標
準
小
作
料
を
う
え

の
表
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日
以

前
に
農
業
委
員
会
を
通
じ
て
契
約
し
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
小
作

料
で
取
り
扱
い
ま
す
。

農
家
の
住
宅
改
善
資
金

　
　
　
希
望
者
は
五
月
中
に

　
近
代
化
資
金
の
中
に
、
県
の
特
認
で

あ
る
住
宅
資
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

専
業
農
家
の
住
宅
の
新
改
築
を
す
る
際

に
利
用
で
き
ま
す
。

　
生
活
改
善
資
金
は
、
農
家
の
炊
事
場

等
、
生
活
の
場
を
改
善
す
る
場
合
に
利

用
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
資
金
の
融
資
額
が
、
つ
ぎ

の
と
お
り
大
巾
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

・
近
代
化
資
金

　
　
　
新
築
　
　
　
百
五
十
万
円

　
　
　
改
築
　
　
七
十
五
万
円

・
生
活
改
善
資
金
　
　
二
十
万
円

　
ま
た
農
協
関
係
の
資
金
も
新
設
さ
れ

た
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
希
望

者
は
、
五
月
末
日
ま
で
に
農
業
改
良
普

及
所
か
農
協
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

1講壷
難讐
い～、　　ノN

巽
　　　　　へ㌦
　　　　　卜r
　　　　　臼写’
　　　　　、，
　　　　　『　　　　　・、，、
　　　　　領
　　　　　ざj
　　　　　、くr

心　》
べ“　　二・、
・・A　　卍i

謙謙き

コ
　
　
ウ
　
　
モ
　
　
リ

時
、
コ
ウ
モ
リ
は
様
子
を
み
て
い
ま

L
た
。

　
け
も
の
の
方
が
勝
ち
そ
う
に
な
る

と　
「
私
は
か
ら
だ
に
毛
が
あ
る
か
ら
け

も
の
だ
」
と
云
い
、

　
鳥
の
方
の
勢
い
が
よ
く
な
る
と

　
「
私
は
羽
根
が
あ
る
か
ら
」
と
鳥
の

味
方
を
し
ま
す
。

　
さ
て
、
さ
ん
ざ
ん
戦
っ
た
あ
と
、

仲
直
り
を
す
る
だ
ん
に
な
る
と
、
鳥

か
ら
も
け
も
の
か
ら
も
仲
間
は
ず
れ

に
な
り
、
仕
方
が
な
い
の
で
、
み
ん

な
の
休
む
夕
暮
れ
か
ら
一
人
ぼ
っ
ち
・

で
飛
ん
で
い
る
の
で
す
。

　
　
自
分
の
主
張
と
、
立
場
を
ハ
ツ
キ
リ
す
る

　
　
こ
と
が
大
事
で
、
選
挙
に
際
し
て
も
自
主

　
　
性
の
あ
る
正
し
い
行
動
が
、
明
る
い
政
治

　
　
へ
の
道
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
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市
街
化
調
整
区
域
に

　
　
土
地
を
お
持
ち
の
方
へ

　
　
　
　
　
既
存
権
利
届
墜
ざ
丹
；
七
七
目
ま
で

　
炸
年
十
二
月
二
十
八
日
に
、
本
村
に

・
お
け
る
市
街
化
調
整
区
域
が
き
ま
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
以
前
に
、
農
地
の
転
用

を
お
こ
な
っ
た
人
、
ま
た
は
山
林
な
ど

を
、
家
を
建
て
る
目
的
で
持
っ
て
い
る

　
　

…
方
で
、
今
後
五
年
以
内
に
建
築
予
定
の

・
あ
b
場
合
は
、
本
年
六
月
二
十
七
日
ま

　
ず
こ

…
で
忙
泌
ず
「
既
存
権
利
届
」
を
す
ま
せ

一
て
く
だ
さ
い
σ

　
ご
の
届
出
を
す
れ
ば
、
五
年
以
内
に

雇
曙
も
の
罎
り
、
認
め
ら
れ
る
わ

一
け
で
す
。
こ
れ
は
特
例
と
し
て
規
定
さ

　
「
さ
い
た
ま
け
ん
」
は

　
　
　
　
　
新
聞
折
り
込
み
で

　
県
政
広
報
紙
も
さ
い
た
ま
け
ん
」
は

7
昨
年
度
ま
で
、
区
長
さ
ん
に
お
願
い
し

』
て
み
な
さ
ん
の
家
庭
に
お
届
け
し
て
い

一
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
、
新
聞
折
り

｝
込
み
で
お
届
げ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
．
次
回
の
「
さ
い
た
ま
け
ん
配
2
5
」
は

五
月
中
旬
に
、
朝
日
、
毎
日
、
読
売
、

■
日
経
、
サ
ン
ケ
イ
、
東
京
、
埼
玉
の
各

新
聞
に
折
り
込
み
ま
す
。
こ
の
広
報
紙

が
届
か
な
い
家
庭
に
は
、
役
場
窓
口
か

企
画
課
で
お
わ
た
し
し
ま
す
か
ら
、
お

…
．
申
し
出
く
だ
さ
い
。

れ
て
い
る
も
の
で
す
の
で
、
こ
の
届
出

を
お
こ
た
り
ま
す
と
、
家
を
建
て
る
目

的
で
土
地
を
取
得
し
て
も
、
住
宅
等
の

建
築
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
予

定
の
あ
る
方
は
、
必
ず
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ズ

　
既
存
権
，
利
－
届
の
必
要
書
類

o
登
記
簿
謄
本
　
　
　
　
　
　
　
二
通

・
農
地
転
用
許
可
書
の
写
し
　
二
通

　
（
但
L
農
地
を
転
用
し
た
場
合
）

・
登
記
簿
の
な
い
場
合
は
契
約
書
二
通

　
そ
の
他
詳
し
く
、
お
知
り
に
な
り
た

い
方
は
、
役
場
内
企
画
課
（
有
線
番
号

二
〇
四
六
番
し
に
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　
詠
進
歌
の

　
　
　
　
お
題
は
「
山
」

　
昭
和
四
十
七
年
歌
会
始
め
の
お
題
は

「
山
」
と
定
め
ら
れ
、
詠
進
の
期
間
は

本
年
九
月
一
日
か
ら
十
月
十
一
日
ま
で

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
歌
の
中
に
「
山
」
の
文
字
が
な
く
て

も
、
山
の
情
景
が
歌
に
よ
ま
れ
て
い
れ

ば
よ
い
そ
う
で
す
。

　
書
式
の
ひ
な
型
は
役
場
企
画
課
に
あ

り
ま
す
か
ら
、
詠
進
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

）

一

期限内なら特典が

　　不動産取得税の申告

、
4
《
，
～
覧
』
ζ
腸
’
、
f
毘
f
～
’
阜
’
3
亀
ぞ
澤
翼
、
9
》
、
『
職
差
7
、
ζ
芸
7
塾
♂
、
f
三
ξ
呈
醒
、
ご
Σ
｛
塁
『
、
g
茎
響
、
8
ζ
’
い
Σ
『
監
’
歴
置
要
f
ヤ
4
、
岬
監
∋
一
、
【
覧
澤
監
1
4
ζ
望
4
賢
」
こ
Σ
ζ
’
－
・
4
監
讐
♂
も
’
ヤ
3
臥
Σ
ζ
’
－
1
｛
ー
ノ
Σ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
は
こ
ま
か
く
切
る
つ

ち趣ε

　
　
あむピ　1　不動産を取得したときは、申告書や申

耳搾を定められた期限までに提出しま・し

ワ　　ぞよつ。いろいろの特典が受けられます。
ね　　　　ゑ

　　　》　住宅新築のために土地を販得したとき
　　　》
　　　》寧土地を取得した日から2年以内にその

　　　《土地に住宅を新築したときは、その土地
　　　ご
ハ　　～について4万5千円までが減額されます
刃ジ　｝
防は　1寧住宅を新築した日から1年以内解その
誹こ　言
，まま　き敷地を取得したときは、その土地の税金
　　　も曇1から廟として4万5千円までカミ減額さ

昆切1れます．
ぎる　9　、
含・・1住宅を新築したとき　濾
建　1新築した住宅の騰かち15α万円カミ控

’　　1除されます。
マ　　　　　ヤ

ヨ　　～　代替の土地・家屋を取得したとき

ネ　1道路や学校蛇を作るために、国や県

》㌦臨弩村などに土地や家屋を譲り渡した人が、
　　　ヤ
華12年以内に脚の土地や家屋を取得し
　　　ζたとき！ま、その土抽や家屋g価格が控除
z）　《
　　　‘されます。

ア1婚を受けて家屋噺築したとき
グ1災害などにより家屋繭けたりこわれ

セ1たりしたときに、そ』の白から2切内をこ

サ1こ糠代椀家屋嫡氣暢合は、新
リ』｛築した糎の税額力磯失前ゐ雄の価

11格相当額磯．τに当纈が控除されます

エッグ・マカロニ

　　　　サラダ

　　ー材料4人分
卵　　　　2コ　ソーセージ　　100グ

マカロニ80ダ　みかんの缶詰小1缶

キャベツ葉3枚　マヨネーズ　　冊9

にんじん小1本塩　　　少々

りんご　　1コ　こしょう　　少々

玉ねぎ1／2コ

〔
作
り
方
〕

の
卵
は
ゆ
で
て
輪
切
り
に
す
る
。

②
マ
カ
・
二
を
塩
ゆ
で
に
す
る
。

③
に
ん
じ
ん
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
玉
ね
ぎ
は

せ
ん
切
り
に
し
で
、
さ
っ
と
ゆ
で
る
。

④
り
ん
ご
は
い
ち
ょ
切
り
、
ソ
ー
セ
ー

》
　じ

いて
っ保
か存

おい

役た

にし

立ま

つし
とよ

きう

が
あ
り

　
㍉
材
料
は
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
、
マ
ヨ
ネ

　
ー
ズ
で
あ
え
る
。

　
⑥
輪
切
め
の
卵
を
そ
え
る
。

　
　
　
り
ん
ご
が
変
色
す
る
の
は
？

　
　
切
っ
た
り
ん
ご
の
変
色
は
、
り
ん
ご

　
に
含
ま
れ
て
い
る
わ
ず
か
な
タ
ン
ニ
ン

　
と
色
素
が
、
オ
キ
シ
タ
ー
ゼ
と
呼
ば
れ

　
る
酵
素
に
よ
り
、
酸
化
さ
れ
る
た
め
で

　
す
。
塩
水
に
つ
け
る
と
よ
い
の
は
、
酵

　
素
が
こ
わ
れ
て
酸
化
し
な
い
か
ら
で
す

　
　
塩
焼
き
さ
か
な
と

　
　
　
　
　
輪
切
り
の
レ
モ
ン

　
　
塩
焼
き
の
さ
か
な
に
輪
切
り
に
し
た

　
レ
モ
ン
を
そ
え
る
の
は
、
見
た
月
を
よ

　
く
す
る
だ
け
の
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　
酸
は
、
き
つ
い
塩
味
を
や
わ
ら
げ
る

　
働
き
が
あ
り
ま
す
。
レ
モ
ン
は
、
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
み
の
あ
る
塩
か
げ
ん
に
す
る
た
め
に
添

　
え
て
あ
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
）
　
）
　
　
～

ま
す

　
　
車
の
ア
グ
セ
サ
リ
ー

　
　
マ
イ
カ
ー
族
が
ふ
え
て
い
ま
す
が
、

　
あ
な
た
の
車
の
フ
ロ
ン
ト
に
は
ど
ん
な

　
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　
フ
ロ
ン
ト
に
は
ゆ
れ
動
く
ア
ク
セ
サ

　
リ
ー
は
危
険
で
す
。
つ
り
下
げ
方
に
よ

　
っ
て
は
、
左
方
の
一
部
が
見
に
く
く
な

　
っ
た
り
、
ゆ
ら
ゆ
ら
ゆ
れ
て
い
る
動
き

　
と
前
方
の
動
き
と
が
混
同
さ
れ
、
つ
い

、
通
し
て
見
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

｛煽一肉～嚇漉ゆ西～㌔4幽㌔4の㌦硬一（戦｝’（｛
注
意
が
ゆ
き
と
ど
か
な
く
な
る
の
で
す

（
　
こ
う
し
た
こ
と
が
慣
れ
を
呼
び
、
思

（（
い
が
け
な
い
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
を

ハ
～
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

》ヂ

、
　
ま
た
、
バ
ッ
ク
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
か

》》
人
形
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
積
ん
で
は
い

》～
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
の
車
の
後
続
車
は

｛
サ
イ
ド
、
・
・
ラ
ー
だ
け
で
は
完
全
に
見
き

酬
わ
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
を

｛




